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審査委員長　　狩野　忠正（大阪芸術大学 芸術学部客員教授）
受賞者一覧(敬称略)
	最優秀作品賞
	岡田　有為
	大阪工業技術専門学校
	2年

	優秀作品賞
	寺田　朋葉
	大阪市立工芸高等学校
	3年

	優秀作品賞
	橋本　佳明
	大阪建設専門学校
	2年

	優秀作品賞
	濱口　理恵
	大阪工業技術専門学校
	2年

	佳　作
	伊豆田　隼平
	大阪建設専門学校
	2年

	佳　作
	庄司　竜太
	日本理工情報専門学校
	1年

	佳　作
	山口　純子
	大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校
	1年

	奨励賞
	青野　琴子
	大阪市立都島工業高等学校
	2年

	奨励賞
	久保　亜弓
	大阪市立都島工業高等学校
	2年

	奨励賞
	長岡　輝曉
	大阪建設専門学校
	1年
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	日時　　：　　平成2２年３月2６日（金）１３：３０　～　１６：００
場所　　：　　大阪府公館　大サロン

参加者　　：　　約 ５０名



１３：３０　　　　開　　　　　　 会
主催者代表開会挨拶（計画課長　澤田　範夫）
１３：３５
プレゼンテーション　（１人１２分×５名）

受賞者　５名
各12分（発表5分　質疑5分　入替え2分）

１４：３５
休 憩　（１０分）

１４：４５
プレゼンテーション　（１人１２分×５名）

受賞者　５名
各12分（発表5分　質疑5分　入替え2分）

１５：４５　　　 審　　査　　講　　評

審査委員長　　狩野　忠正（大阪芸術大学 芸術学部客員教授）
閉　　会　　挨　　拶
１６：００
閉　　　　　　　　会
｢あすなろ夢建築｣第１９回大阪府公共建築設計コンクール
－プレゼンテーション発表者一覧表　－

	賞　　　名
	タイトル
	氏　名
	学校名
	学年
	プレゼンのツール
	発表

順位
	作品番号


	最優秀作品賞
	come together
～多様性と固有性～
	岡田　有為
	大阪工業技術専門
学校
	2
	PPT（PC持参）、模型、作品
	⑩
	2－65

	優秀作品賞
	庭と室内を一体化した施設
	寺田　朋葉
	大阪市立工芸高等
学校
	3
	PPT、模型、作品
	⑨
	1-120

	優秀作品賞
	折り紙
	橋本 佳明
	大阪建設専門学校
	2
	PPT（PC持参、音声あり）、作品
	⑧
	2-209

	優秀作品賞
	結の桟
	濱口　理恵
	大阪工業技術専門
学校
	2
	PPT、模型、作品
	⑦
	2-189

	佳　　　作
	Brilliant
	伊豆田　隼平
	大阪建設専門学校
	2
	PPT、模型、作品
	⑥
	2-214

	佳　　　作
	春夏秋冬
	庄司　竜太
	日本理工情報専門
学校
	1
	PPT、模型、作品
	⑤
	2-92

	佳　　　作
	ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰのある集会所
	山口　純子
	大阪府立夕陽丘高等
職業技術専門校
	1
	PPT、模型、作品
	④
	2－17

	奨　励　賞
	やすらぎのある憩いの場
	青野　琴子
	大阪市立都島工業
高等学校
	2
	作品
	③
	1-245

	奨　励　賞
	調和
	久保　亜弓
	大阪市立都島工業
高等学校
	2
	模型、作品
	②
	1-258

	奨　励　賞
	Canopied hall
	長岡　輝曉
	大阪建設専門学校
	1
	PPT、作品
	①
	2-194
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奨励賞
Canopied hall
大阪建設専門学校1年
長岡　輝曉
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奨励賞
調和
大阪市立都島工業高等学校２年
久保　亜弓
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奨励賞
やすらぎのある憩いの場
大阪市立都島工業高等学校２年
青野　琴子
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佳　作
ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰのある集会所
大阪府立夕陽丘
高等職業技術専門校1年
山口　純子

佳　作
春夏秋冬
日本理工情報専門学校1年
庄司　竜太

佳　作
Brilliant 
大阪建設専門学校２年
伊豆田　隼平

優秀作品賞
結の桟
大阪工業技術専門学校２年
濱口　理恵

優秀作品賞
折り紙
大阪建設専門学校２年
橋本 佳明

優秀作品賞
庭と室内を
一体化した施設
大阪市立工芸高等学校３年
寺田　朋葉

最優秀作品賞
come together 
―多様性と固有性―

大阪工業技術専門学校２年
岡田　有為

全 体 講 評
　
審査委員長　　
大阪芸術大学 芸術学部客員教授
狩野　忠正
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【発表】


・設計に当たって考えたこと


１．住民の方々が集会所に親近感を抱くことができるような建物にする。


２．パッシブな換気による心地よい室内環境をつくる。


３．なるべくシンプルな外観にする。


・コンセプト：Canopied hall：　ひとつ屋根の下に建物があり、人々が集まる。


・配置：横切る通路とキャノピー←シンボルツリーにクスノキ


・プラン：キャノピーの下にスペースを。集会室をガラス戸に。


・断面：建物とキャノピーの間で自然通風、換気。


　　　　2重屋根の穴が、上からの景観のポイントとなる。


・今後の課題：その場に相応しいデザインにチャレンジしたい。





【狩野委員長】


２重屋根が他にない案であり素晴らしい。トップライトがもう少し上手く生かされればよかった。


三角のキャノピー、台形の集会所が中途半端。


【南委員】　


２重屋根の発想がよい。よく発想されたと思う。もっと高さは低くしても空気の流れはおこせるのではないか。


すっきりしており、努力のあとが見られる。


このようなパッシブな省エネ等の発想に期待している。





【発表】


現地調査時、人が少なく不安を感じた。高齢者が多い。高齢者から子供まで、地域の人が芝生で遊ぶといった場面で、人が集まるシンボルとなり会話、交流が生まれる場所にしたい。　


ユニバーサルデザイン　和室に４０cmの段差。立ち座りを考慮。


イメージ


大屋根：暗くならないよう光の差し込む天窓を設ける。


子供の視線を考え、窓を低くした。　


シンボルツリーとしてクスノキ。





狩野委員長：


形がすごくきれい、トップライトの入れ方も上手い。


逆に形に縛られている点もある。


屋根をせっかく丸くとっているが、ツリーを入れるために無理が生じている。


丸い集会所が中途半端。


南委員：


すっきりしていてとても良いと思った。


ただ、大きな公園の休憩書なら生かされる形だと思うが、集会所としてはどうだろう。形にこだわっている。内部の使われ方に問題がある。


指導教師：


最初はこのような形ではなかった。形にこだわる傾向がある。


狩野委員長：


若いのだから、自由の方がいい。形にこだわらずに。


案はいくつ考えた？　⇒2つ　⇒20案はつくらないと！！
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【発表】


やすらぎを与えくつろぐ場所に。明るさや安心感を与えたい。


広い空間―四角の形状が無駄がなく使いやすい。周囲との調和を考えた。


窓を丸くして淋しい感じを緩和。桜を大人も子供も楽しめるように。高低差で見え方が変化。窓からの光→角度、時間により変化をもたせ豊かに。


ウッドデッキでお茶、子供の遊びの見守り。トイレの利用のしやすさも考えた。





狩野委員長：


絵がうまい。センスあるよ。


柱が中央に位置している。PCを利用すれば柱をなくせた。


窓の位置に高低をつけるのはマイナス。内部から見たら落ち着かない。


ダイナミックなプランを考えている。あなたは伸びる。


囚われたらいけない。自由に！





担当教師：


・プランはすぐにまとまる方。パソコンもすぐ利用できるようになった。





南委員：


集会所から窓を見ているときは楽しいけど、ここで安らげるか？


ウッドデッキからトイレへいけるという発想には感心する。


いいセンス
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【発表】


現地の桜をみた。冬の新たなシンボルとしてモミノキを配し、内外から四季を楽しめるように考えた。


喫茶室：天井を高くして南から採光


キッチン：ごみ処理の動線


集会所：縦横どちらからでもアプローチ


立面：喫茶室の土地を高くして変化をもたせた。柱を木目調に。


配置：車と人の動線を分離。


クリスマスのときはライトアップしたい。





狩野委員長：


形がすごくきれい。周囲を良く見ること。外部はいい。敷地を生かしている。


モミノキに影響されて殺されている。内部に柱が出る。ここまでする必要があったのか。ここをどう抜けてゆくかが課題。


図面がうまいなぁ。外部は良いが内部が台形になってしまうのが遣いやすさの点で残念。


担当教師：


始めは四角のプラン。製図もきれいに仕上る。休み明けにこのプランが出て来て、自分としては、成長したなという目で見ていた。


南委員：


形のコンセプトがきれい。内部にしわ寄せ。


喫茶という面で言えば、府ではふれあい喫茶も実施しており、なかなか考えてくれているなと感じる。女性らしい配慮がある。


一般：


モミノキと桜の関係は？


山口さん：


⇒桜が落ち葉となる時期に楽しめるようモミノキを配置。
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【発表】


コンセプト：冷暖房負荷を最小に。自然を意識。


開口を大きく取り、不要な壁は取り払う。


独立させた半屋外の広いスペースはウッドデッキ、ベンチをおく。


中央は吹抜けのライトコートから各室に光を取り入れる。


夢で終わった完成図。単なる箱物ではなく、自由な空間をつくりたい。





狩野委員長：


この案は最優秀でも良いと思った。中庭が中途半端―もう少し生かした形がいい。


屋根勾配が全て違うというのは施工が難しいなぁ。緩い勾配だが材料は？←銅板


担当教師：


彼は、家具とかも作りこむタイプ。他の作品制作も重なり時間がない中でよくやった。


私は中庭も大小があって上手いと思ったが。


狩野委員長：


部屋割りは完璧だが、本当にうまくいくのか？


南委員：


審査の中でも議論があった。


半外部という発想は面白いアイデア、ユニーク。今までと感覚の違うアイデア


中庭はちょっと狭い。もっと大きい建物ならよかったのではないか。


一般：


屋根を分ける等工夫すれば解決できたか。シンプルさは失われるが内部空間は良くなったのでは。


狩野委員長：


中庭の木は初めから考えた？→考えていた。


模型にどれくらいかかった？→2週間


模型を先に作っても良いね。村野藤吾の遺言


スケッチは重要！


もっとのびやかでも。上から見るとものすごくいい。中庭をダイナミックに。


模型うまいね。
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【発表】


・コンセプト：


楠住宅に住む人の心に残る体験、思い出


時間の流れ、季節の移ろい


共有する時間


ここにしかない場所としていろいろな風景、時間を大事にしたい


平面：正面をきめずどこからでも入れ、いつでも誰もが使えるように。閉まっていても屋上は使える。


内部：長方形でシンプルに。ランチで交流。外でバーベキューもできるようキッチンを独立させた。屋上はビアガーデンに。


アプローチ：住民が自発的に集まれる。たまりの空間を計画。


学校での研修の体験から、間伐材が使えればと思いウッドデッキ、ルーバーを計画。


狩野委員長：


プランがきれい。玄関が完璧。


最後にもめた。


担当教師：


キッチンの屋根をガラスに。


キッチンに屋上をつなぐ。ガラスの屋根でよいか。


狩野委員長：


何を優先するのか。面倒見が良すぎるのもだめ。何かを犠牲にして生かすこと！


同じ天井高でいいんだろうか。　　


一般：


きれいにまとまったプラン。ガラス屋根も。間伐材はもう少しインテリアとかに使うことを考えられるか。


構造は何？


濱口さん：


構造はRCという設計条件。平屋でなぜRCか？何も載せないのはもったいないので屋上を計画。
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【発表】


かがやき


光あふれる場所。光をどこにいても感じられる空間。開放的で明るく人が集まる。


平面：ブリリアントカット


集会室：玄関側は全面ガラス。天井に段差、スリットによる間接照明。夜間はスリットから周囲を照らす。


動線は単純にした。





狩野委員長：


非の打ち所のないプラン。


ただ若い学生がこれでいいのか？


この広い敷地でダイヤモンドのカットは必要ある？


軸線がずれて、方向が分からなくなる。この敷地でこれは損。
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【発表】


折り：正方形が様々な形に。


祈り：混沌とした都市、社会


　　　　　不安のない美しい環境―ぐちゃぐちゃ→その中間をデザインする。


屋根勾配：南を低く北を高く。変化で起承転結。


今までの作品で一番楽しかった。





狩野委員長：


屋根がきれい。のびやか。才能がある。


この動線は中で混乱をきたす。


祈りの空間はレンゾピアノもいってる。


ベルリンのユダヤ人博物館では地下でまっすぐな軸をつくっている。


担当教師：


彼はかっこいいことがしたい。


スタディ模型も何案も作る。


工務店への就職が決まって生かしきれないかな。


狩野委員長：


プレゼンが上手い。ロマンチスト。


若いときは拒否してはいけない。何をやってもいい。がんばれ！
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【発表】


・中央に中庭を設け、開放感を演出。


・子供が入りやすく中庭で遊ぶこともできるように。


集会所の外周に芝生を植え、中庭に木を設けることで緑を増やす。


スライドスクリーンを設けることで、開放時、閉鎖時と違った空間を楽しめる。


イベントのない時でも交流の場となってほしい。





狩野委員長：


プランがものすごくきれい。中庭がのびやか。


スクリーンについては議論があった。必要だろうか。


部屋はきれいにいけたんじゃないかな。


玄関に入ったところがちょっと閉鎖的。すっとぬけていけないかな。


玄関―集会所―中庭


相当練ったんじゃないかと思う。　　
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【発表】


集まって生活する団地で、さらに集まる場所が集会所。⇒「集まることとはなにか」を考えた


「個」が集まり、多様性が生まれる。個性を生かし自由に。


画一的な空間ではなく、自由な空間。


プラン：葬儀に使う最期の場所を意識。


高さ、平面に変化をつけ異質な空間を集めたものに。見え方も変化する。


全ての開口を開けた時には外部と繋がり一体性が生み出せる。


10人の人が集まれば、10通りの過ごし方の出来る場所を。使いたい人が使いたい場所を選べるように。


　


狩野委員長：


プランは完璧。


天井高を意識。こんな学生がでてきたんだなぁ


タイトルのつけ方はちょっと分からない。外国人にもわかるように。


問題は、倉庫。あとはいい。素晴らしい。


天井高を変えて横から光を取り入れるという案は良い。





担当教師：


彼は個性派。面白くないと自分がやった意味がないと考えている。





南委員：


実際に建設されるという点から厳しく指摘させてもらう。


大阪府も財政が厳しい。管理のしやすさ、コストも重要。だが、あまり言うと若いアイデア・夢を抑えてしまう。


見通しの良いガラスの空間は良いが倉庫が使いにくい。貴重なスペースを見通しのために割くことができるか。


空いている空間　３ｍ必要なのか。くっつけてはいけないのか。


基本設計は提案者とコミュニケーションをとって進める。











去年と比べてもうまくなっている。大人顔負けだね。


模型はつくること。粘土で作れば短時間でできる。シーザーぺリは模型が上手い。


フランクゲーリーの事務所は模型の山。


最優秀作品は、1/20～1/10の模型も作ってみて。


防水の立ち上がり、サッシ、庇の問題が見えてくる。





プレゼン　たえずブラッシュアップ。


若いときはチャレンジ精神が大事。


いやな仕事、やりにくい仕事はプラスになる！こちらを選ぶべき。





外国で評価されてほしい。海外にも紹介してほしい。


世界がどう注目するか。


今日はすごく感動した。
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